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1. はじめに 

 近年、地方都市の中心市街地の衰退が懸念されている。衰退していく中心商店街に意図的に出店している、

若い世代向きの衣類宝飾等を扱う小売店がある。ところがその中で、こうしたストリートブランド（以下 SB

と略称する）と呼ばれる衣類宝飾等の小売店は、1 県 1 店の出店により県全域から集客している。本研究は、

SB の集客力や出店戦略、商店街への影響を調べ、今後の地方都市の商店街の、活性化方策のあり方を検討す

ることを目的とする。 

2. 調査方法 

(1) 研究対象地域 

 首都圏北部域の人口 30～50 万人規模の都市で、かつ交

通結節点に位置する、宇都宮市ユニオン通り商店街・オリ

オン通り商店街、高崎市たかさき商店街、さいたま市大宮

区一の宮商店街とその近傍の 3地域とした。 

(2) 研究対象店舗 

SB を扱う代表的雑誌 1)に掲載されているブランドの取

扱店で、研究対象地域に立地する 24 店舗の内、調査に協

力していただいた 10 店舗を対象とした。 

(3) 調査内容 

調査対象の SB の取扱店 10 店舗の「来店者の属性・経営

の実態・出店戦略」についてヒアリング調査を行った。ま

た対象地域の商店街全体に対して SB の実態を調査するた

めに、SB の認知度・貢献度・好感度に関するアンケート調

査を行った。調査時期は 11 月～12 月である。各商店街に

対して 50～100 通のアンケートを配布し、20％程度を回収

した。 

3. 調査結果と分析 

(1)商店街の現況                       

研究対象商店街では、宇都宮、高崎の商店街では、数％

の空き店舗が見られたが、大宮では見られなかった。商店

街の店舗構成では、暮らし(日曜雑貨)や飲食・食品関係の

店舗が全体の約 6 割を占めている 2),3),4)。また衣料宝飾等

の店舗が全体の約 2 割あり、その中の約 2 割が SB の取り

扱い店舗である（図－1参照）。本調査の SB の取扱店の内、

商店街組合などに加盟していない店舗は 75％であった。ま

た、本調査のアンケート結果から、平日と休日では、若者

の来街時間帯が大きく異なることがわかった（図－2参照）。 

図－1 対象商店街の店舗構成 

図－2 対象商店街若者の来街時間帯 

図－3 SB の平日休日来店者数 
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 (2) SB の来店者の実態 

SB の取扱店舗の来店者数は宇都宮、高崎の 2都市で

は 1店あたり平日 50 人、休日 100 人であったが、大宮

では平日 100 人、休日 150 人という結果であった。来

店者の属性の内、来店者の性別は、1店を除き 93％が

男性であった。年齢層は、約 70％を 18 歳～30 歳の若

者が占めている。なお、SB の取扱店の従業員数はいず

れも 2～4人であった（図－3～5参照）。 

(3)商店街における SB の評価 

 商店街における SB の調査では、商店街経営者の約

57％が SB を認知しており、中でも 30 代の認知度は約

71％と高かった。（図－6参照）性別による認知度の差

はあまりみられなかった。業種別では、飲食・食品関

係者の認知度が低かった。 

商店街経営者の約 56％が SB の取扱店への好感をも

っており、中でも 30 代と 60 代の好感度が 85.7％と高

かく、同業の衣料宝飾関係の好感度が高いことがわか

った（図－7参照）。 

4. まとめ 

 SB の取扱店は、10 代から 30 代の若い男性をターゲ

ットに 1日 100 人程度を集客している。宇都宮市ユニ

オン通りの休日の来街者数約 3,000 人 5)の内、SB には

300 人程度の来店があり、来街者数の約 1 割のシェア

を占めていた。出店戦略としては、空き店舗の賃料が

高い場合など、商店街近傍の路地裏やマンションの 2

階に店舗を構えるなど、商店街の中に立地しない店も

あり、こうした店舗は雑誌やインターネット等で独自

に情報を発信して集客し、商店街の他店と同じブラン

ドを取り扱わないことで、競合を避け差別化を図って

いることなどがわかった。また本研究で示したように、

既存商店街の衣料宝飾等の商店とは、顧客のターゲッ

ト層が異なるため、既存商店からの好感度は高かった。 

 近年小売業の形態や、消費行動の変化の徴候が指摘

されている。今後の地域活性化方策を考える場合、商

店街組合を通した既存データのみに頼らず、個店ごと

の動向にも注意を払うことにより、消費者行動を反映

した効果的な商店街活性化方策の立案が可能になると

考えられる。 
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図－4 SB の年代別来店割合 

図－5 SB の性別来店割合 

図－6 商店街における SB の認知度 

図－7 商店街における SB の好感度 




